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武高授業改善ＰＴ 

 ３／２から休校で授業ができない状態が続き、若干、いや

かなりの消化不良のまま日々を過ごしてきた私たちですが、

最後の締めくくりとして２５（水）に今年度最後のPTを行い

ました。 

 今回のメニューは以下の通りです。 

① 休校中の生徒への課題や対応について 

② ３年担任の先生方より、受験を終えてひとこと 

③ 今年度の振り返りと次年度に向けて 

 

① では、２年学年会の取り組みに注目が集まりました。 

休校が決まってからClassiを使って毎日１科目ずつ、学習

の方法や生徒への声掛けをしておられました。生徒に伝え

る情報を共有すべく、SW の「会議室」も活用されていた

とのことです。また、ある担任の先生は、毎日「学習時間

ランキング」を生徒に送り意識づけされていたとのことで

す。課題としては、「生徒が定期的にClassiを見る仕掛け」

が挙げられました。４月以降、休校にならないことを祈り

つつ、有効活用できるように情報共有していきたいです。 

② 小原先生、吉村先生、野村幸史先生、竹林先生、前川 

先生から３年担任としてどんなことを心掛けて指導されて 

きたかをお話いただきました。 

小原先生は、「やっておけばよかったなあ」ということと

と「やっておいてよかったこと」というテーマで話をして

くださいました。推薦入試とAO入試の結果の違い、生徒

に対して愛情深く、そしてご自身も学びの楽しさを追求さ

れた姿勢がよく伝わりました。 

 

 （↑小原先生）      （↑吉村先生） 

吉村先生は、クラスの集団としての様子を見極め、個別面

接に重点をおいて指導をされたそうです。過去の「合格体験

記」を抜粋し、１か月に２回の頻度で生徒たちに読ませたり、

模擬試験の後に書かせる「振り返り」（自己採点シート）を

必ず提出させるなどの指導をされたとのことです。 

 野村先生はクラスの後ろの黒板を生徒たちが問題

を解いて教え合いができるように活用していたとの

ことでした。また、清掃時間を使って教室や廊下でさ

りげなく生徒に話しかける工夫をされていたようで

す。また、難関大学合格者の学習の取り組みから、英

語の安定した実力養成の大切さにも触れられていま

した。 

 

 

 

 

 

 

（↑野村先生） 

 竹林先生は、クラスが落ち着かない時期があった

が、教科担当の先生に協力をいただき受験の雰囲気を

作ったそうです。センター試験がE判定だったとき、

どの大学を目指させるかが大変だったことや、最後ま

で頑張り続けた生徒が、合格を勝ち取ってきた話をし

てくださいました。 

                （←竹林先生 

                ↓前川先生） 

 

 

 

 

 

前川先生は、「生徒指導や教科指導のスタイルは、

それぞれの先生で違っていて、誰かのスタイルを真似

しようと思っても結局のところ、自分がやれるように

しかやれない。でも武生高校にはたくさんの先生がい

てそれぞれの先生のスタイルがあってそれが財産

だ」、「目の前にいる生徒が、ともに社会を作っていく

1 人になると考えていた」、というお話が印象的でし

た。 

③では、1人ひとり反省や次年度の抱負を述べていき

ましたが、不安定な世情を鑑みて、授業動画やClassi

の効果的な使い方についても、話題になりました。 

今年度もお世話になりました！来年度は、今川、杉坂両リーダ

ーのもと、新しいメンバーも迎え、にぎやかにそして真摯に授

業について語り合う場にしていきましょう！ 


